
○岡田議長 次に、西野議員。

〔西野議員質問席へ〕

○西 野議 員 会 派自 由 創政、 つく りま す！米 子の 「トリ セツ 」、

西野 太一 でござ いま す 。本定 例会 では 、まず 、米 子の景 観８ ８選

「８ ８Ｐ ｈｏｔ ｏｍ ａ ｌｌ」 につ いて 、災害 時ペ ット同 伴避 難所

に関 する 協定内 容と 今 後につ いて 、学 童保育 の現 状と課 題に つい

て、 以上 の３項 目、 質 問させ てい ただ きます 。市 長並び に当 局の

皆様、よろしくお願いいたします。

で は、 まず初 めに 、 米子の 景観 ８８ 選「８ ８Ｐ ｈｏｔ ｏｍ ａｌ

ｌ」について質問いたします。

今 年、 米子市 と旧 淀 江町が 合併 して ２０年 とい う節目 の年 を迎

えま した 。この ２０ 年 間、市 の一 体化 や地域 振興 のため 、多 くの

努力 がな されて きま し たが、 こう した 節目の 年に は改め て地 域の

魅力 を再 発見し 、市 民 の郷土 愛を 育む 機会を 創出 するこ とが 大切

だと考えます。

ま ず、 ２０年 目と い う節目 の今 年度 、開催 され た催し など あれ

ばお 聞か せくだ さい と いう質 問し よう としま した が、こ れ、 初日

に門 脇議 員が質 問さ れ ました ので 、こ ちらは 省略 させて いた だき

ます。

で は、 ２０周 年記 念 の事業 で、 では 予算、 幾ら 使った のか 、ま

たまだ予算は残っているのか、お聞かせください。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 新 米 子市発 足２ ０周 年記念 セレ モニー に係 る予

算で ござ います が、 ま ず、予 算額 は２ ４６万 円で ござい ます 。こ

のう ち、 出演者 や司 会 者への 謝礼 のほ か、記 念品 等の、 あと 会場



の使 用料 ですと か、 こ ういっ た経 費で 約２０ ５万 円を支 出い たし

まして、予算残額は約４０万円でございます。以上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 予 算残 額 、すな わち 使わ なかっ た予 算が約 ４０ 万円

残っているということでございます。

話 は替 わりま すが 、 およそ ２０ 年前 の２０ ０７ 年、米 子市 では

米子 の景 観８８ 選を テ ーマに 「８ ８Ｐ ｈｏｔ ｏｍ ａｌｌ 」と いう

フォ トコ ンテス トと 展 示会が 開催 され たよう です 。どの よう な取

組だったのかお聞かせください。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 本事業 は、 民間 の皆様 から の働き によ りま

して 、官 民で組 織し た 実行委 員会 を立 ち上げ 、私 の好き な米 子の

景観 をテ ーマに 公募 写 真展の 開催 や写 真集の 作成 に取り 組ん だも

ので ござ います 。平 成 １９年 ３月 に策 定しま した 伯耆の 国よ なご

文化 創造 計画の ソフ ト 事業と して 、平 成１９ 年度 、２０ 年度 に応

募し てい ただい た市 内 の景観 写真 の写 真展を 本通 りや元 町サ ンロ

ード など 商店街 を活 用 して、 ４回 開催 してお りま す。平 成２ ０年

度に は全 応募作 品を 美 術館に 展示 し、 その中 から 米子の 景観 ８８

選を 選考 し、そ の後 、 選考作 品に よる 写真展 を開 催する とと もに、

平成 ２１ 年度に 選考 作 品の写 真集 を刊 行した もの でござ いま す。

以上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 写 真集 刊 行した そう です が、そ の写 真集が こち らで

ござ いま す。中 見る と 、いろ んな 方々 が撮っ た写 真が、 すば らし

い写真ですね、載ってます。



ま た、 ２００ ７年 の この展 示会 では 、写真 を引 き立た せる ため

の専 用の フォト スタ ン ドが作 成さ れ、 展示物 の見 せ方に も工 夫が

凝ら され 、出展 者か ら も好評 だっ たよ うです 。皆 様のタ ブレ ット

に添付してありますので、見ていただければ幸いです。

そ の後 、ほか のイ ベ ントで も使 用さ れてい たと 伺いま した が、

現在 の保 管、保 存状 況 分かれ ばお 聞か せくだ さい 。また 、仮 に保

管さ れて いる場 合、 今 後も再 活用 でき る可能 性に ついて 、市 の見

解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 「８８ Ｐｈ ｏｔ ｏｍａ ｌｌ 」の写 真展 示用

のフ ォト スタン ドは 、 写真が より 映え るよう 、白 と灰色 の２ 色に

塗装 して 、２つ 折り の シンプ ルな デザ インの もの を約５ ０台 制作

して おり ます。 出展 さ れた方 々に も好 評であ った という こと は私

ども も認 識して おり ま す。平 成２ １年 度の事 業終 了後は 、主 に文

化施 設に 保管を して お りまし て、 イベ ントの 各種 表示板 など に活

用し てお ります が、 制 作から ２０ 年近 く経過 して おりま して 、今

後同 様の 写真展 を実 施 する場 合に は、 修繕等 の対 応が必 要で ある

と考えてございます。以上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 現 在も 保 存され てい ると いうこ とで すが、 何枚 残っ

てい るの でしょ うか 。 また、 修繕 など の対応 はど の程度 の修 繕で

再利用できるようになるのか、分かる範囲でお聞かせください。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 確認し たと ころ 、公会 堂や 淀江文 化セ ンタ

ーな どの 文化施 設に 現 在４４ 枚、 市役 所第２ 庁舎 のほう に２ 枚保



管し てあ りまし た。 一 部はポ スタ ーの 掲示板 など として 活用 して

ございます。

フ ォト スタン ドと し て利用 する ため には、 表面 の剥が れた 塗装

を再 塗装 すると か、 金 具が腐 食し てお ります ので 、そう いっ たも

のの 交換 などが 必要 に なるの では ない かとい うふ うに考 えて ござ

います。以上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 お よそ ２ ０年前 に作 成し たフォ トス タンド が再 塗装

など の修 繕が必 要に な るよう です が、 まだ４ ６枚 保管さ れて いる

とい うこ とです ね。 こ の取組 は米 子の 魅力を 市民 の目線 から 再確

認す るも のであ り、 非 常に意 義の ある 事業で あっ たと聞 いて おり

ます 。我 々も一 昨年 の 米子市 余芸 大会 で米子 市の 歌を合 唱し たの

です が、 その際 、後 ろ のスク リー ンに 映し出 す米 子市の 風景 、こ

れ、 各議 員自ら 撮影 し に行き まし た。 ふだん 見慣 れた風 景も 近く

まで 行く と意外 と新 た な発見 もあ り、 楽しか った 記憶が ござ いま

す。

そ こで 提案さ せて い ただき ます 。合 併２０ 周年 を記念 し、 「８

８Ｐ ｈｏ ｔｏｍ ａｌ ｌ 」のよ うな フォ トコン テス トや展 示会 をも

う一 度開 催して みて は いかが でし ょう か。過 去と 現在の 景観 の比

較、 新た な景観 資源 の 発見と ふる さと 教育の 一環 、世代 や地 区を

越え た地 域交流 の促 進 といっ た効 果が 期待さ れま す。特 に近 年、

スマ ート フォン の精 度 が格段 に上 がり 、以前 はカ メラマ ンと かち

ょっ と高 価なカ メラ を 持った 方し か参 加でき なか ったか もし れま

せん が、 現在で は一 般 市民も 参加 しや すくな ると 思って おり ます。

これ を市 の魅力 発信 や 観光資 源の 掘り 起こし につ なげる 絶好 のチ



ャンスと捉えることもできます。

最 初の 答弁で ２０ 周 年事業 の予 算残 額、す なわ ち不用 額が 約４

０万 円あ ると言 われ ま したが 、不 用額 を補正 予算 に組み 替え れば

活用可能になると思います。当局の見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 「８８ Ｐｈ ｏｔ ｏｍａ ｌｌ 」につ きま して

は、 市民 文化の 創造 や 地域交 流の 促進 など、 多く の効果 があ った

もの と認 識して ござ い ます。 今年 度、 新市発 足２ ０周年 記念 事業

とし て市 主催で 実施 す る計画 はご ざい ません が、 今後、 市民 や民

間団 体の 皆様の 機運 が 高まり 、事 業化 に向け た提 案など を出 され

た際 には 、市と して の 関わり 方や 協力 体制な ども 踏まえ 、対 応し

ていきたいというふうに考えてございます。以上です。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 ２ ０年 前 も民間 の皆 様の 働きか けで 官民で 連携 した

実行 委員 会を立 ち上 げ たと言 われ まし たので 、２ ０周年 事業 には

組み 込め ないと して も 、今後 も民 間の 皆様の 機運 が高ま れば 前向

きに 検討 してい ただ け ると解 釈い たし ました 。米 子の魅 力を 市民

の目 線か ら再確 認す る もので あり 、非 常に意 義の ある事 業と 先ほ

ど答 弁も ありま した 。 このよ うな 全市 民が参 加で きる米 子の 景観

８８ 選「 ８８Ｐ ｈｏ ｔ ｏｍａ ｌｌ 」の 再開催 を要 望いた しま して、

次の質問に参ります。

続 きま して、 災害 時 のペッ ト同 伴避 難に関 する 協定内 容と 市の

今後の対応について質問いたします。

犬 に限 定する 数に な るんで すけ ど、 現在、 鳥取 県内で は約 ２万

頭の 犬が 登録さ れて お ります 。そ の中 、米子 市に おいて は、 令和



４年 度 5,４ ６ ５ 頭 、 令 和 ５ 年 度 5,７ ５ ６ 頭 、 令 和 ６ 年 度 5,８ ３ ０

頭 、 令 和 ７ 年 ７ 月 時 点 に お い ては 6,０ ４ ７ 頭 、 人 口 が 減 少 し て い

る に も か か わら ず、 犬 の登録 数は 、米 子市は 年々 増加し てお りま

す。 私が 議員に なっ て から、 災害 時の ペット 同伴 避難に つい て、

４回 質問 させて いた だ き、昨 年度 、本 市が株 式会 社シー エイ チエ

ス、 松涛 園様と 災害 時 におけ るペ ット 同伴避 難に 関する 協定 を締

結し たと いうこ とは 、 前向き な一 歩と して評 価並 びに感 謝し てお

ります。

し かし ながら 、私 は 愛犬家 と接 する 機会が 多い のです が、 協定

が結 ばれ たこと さえ 知 らない 市民 が多 くいる のが 現状で す。 市民

に十 分に 周知さ れて い ないよ うに 見受 けられ ます 。せっ かく 結ん

だ協定も市民が知らなければ機能いたしません。

そ こで 以下の 点に つ いて市 の見 解を 伺いま す。 まず、 １点 目に、

せっ かく 協定を 結ん で いただ いた のに 、なぜ 詳細 、ホー ムペ ージ

などに記載がないのかお聞かせください。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 協 定を結 びま した 内容、 詳細 につい てで ござ

いま すけ れども 、現 在 、市の ホー ムペ ージで は協 定を締 結し た概

要を 掲載 してい ると こ ろでご ざい ます 。協定 内容 の詳細 の掲 載に

つき まし ては、 協定 先 の意向 も確 認し ながら 、今 後掲載 内容 など

も含めて検討してまいりたいと思います。

○岡田議長 西野議員。

○西野議員 次に、この協定内容、詳細をお聞かせください。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 今 回の協 定、 ペッ ト同伴 避難 に関す るも ので



ござ いま すけれ ども 、 まず、 これ まで の本市 のペ ット避 難に つき

まし ては 、ペッ ト同 行 避難を 原則 とし ており まし て、避 難施 設の

敷地 内に ペット 専用 の スペー スを 設け 、飼い 主と は別の 場所 に避

難を し、 飼養を 管理 を するも のと して おりま した 。一方 、今 回の

協定 でご ざいま すけ れ ども、 ペッ ト同 伴避難 、こ れは飼 い主 と同

じ建 物内 に避難 をし て 飼養を 管理 する もので ござ いまし て、 協定

の内 容に つきま して は 、屋内 外に おけ るペッ ト同 伴の避 難場 所と

して の施 設の提 供及 び 避難者 への 電源 等の提 供を いただ くも のと

して おり ます。 原則 と しまし て、 ７日 を限度 とし まして 、避 難場

所の 提供 をいた だき 、 継続し て利 用が 必要と なる 場合は 、期 間を

延長 する ことが でき る 、これ は施 設側 と協議 の上 でござ いま すけ

れど も、 延長が でき る ことと して おり ます。 また 、施設 の使 用料

につ きま しては 、本 市 が負担 をし 、市 から職 員を 配置、 避難 者へ

の食料、飲料水等の提供を行うものとなっております。

○岡田議長 西野議員。

○西野議員 協定内容の答弁、ありがとうございました。

では、今後の周知計画、こちらお聞かせください。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 周 知につ きま して は、現 在、 本市の ホー ムペ

ージ にお きまし て、 株 式会社 シー エイ チエス 様と の協定 締結 に関

する 情報 の掲載 及び 災 害協定 に基 づき ますペ ット 同伴避 難の 注意

点な どに ついて 掲載 を してい ると ころ でござ いま す。こ の協 定に

限り ませ ず、ペ ット 避 難に関 する 周知 は必要 と考 えてお りま すの

で、周知方法の検討をしてまいりたいと考えております。

○岡田議長 西野議員。



○西 野議 員 周 知方 法 を検討 して いき たいと のこ とでご ざい ます

が、 まず 、米子 市の ホ ームペ ージ 、防 災安全 課の トップ ペー ジ、

こち らに ペット と避 難 される 方へ など 、項目 をつ くるよ う要 望し

ます 。災 害時に 、災 害 時以外 、平 時に この防 災安 全課の ホー ムペ

ージ を見 ようっ てい う 方、な かな かお られな いと 思うん で、 やっ

ぱり 災害 時に初 めて 見 られる 方が 多い と思い ます ので、 もう ぱん

と見 たら ペット と避 難 という のが すぐ 分かる よう に掲示 して いた

だきたいんですけど、見解をお聞かせください。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 本 市から 情報 を分 かりや すく 提供す る、 また

住民 の方 が本当 に分 か りやす く情 報を 取得し てい ただく 、こ うい

うこ とは 非常に 大事 な ことで ある と考 えてお りま す。こ のた め、

例え ば今 御質問 ござ い ました 本市 「防 災よな ご」 、ペー ジを 作っ

てお りま すけれ ども 、 そちら のト ップ ページ に、 トップ ペー ジと

いい ます か、ト ップ の 画面に 目を 引く 仕掛け とい うのは 必要 だと

思っ てお ります 。よ く バナー など を設 けてい るサ イトも ござ いま

すけ れど も、こ れ非 常 に便利 な仕 掛け ではご ざい ますが 、逆 に便

利な ため に、た くさ ん バナー を置 いて 、逆に 分か りにく くな ると

いう よう なサイ トも 散 見され てる とこ ろでご ざい ますの で、 その

よう なこ とも踏 まえ ま して、 我々 が提 供した い情 報をど のよ うな

形で 提供 するの がい い のかと いう のを 考えて いき まして 、周 知に

つなげていきたいと考えております。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 あ りが と うござ いま す。 周知を 含め 、一度 、避 難訓

練を 実施 してみ ては い かがで しょ うか 。ペッ ト同 伴避難 所の 避難



訓練 とな れば、 全国 的 にも珍 しく 、周 知効果 が期 待でき ます 。松

涛園 様に とって も、 企 業のイ メー ジア ップに つな がると 思い ます。

さら に、 訓練を 通じ て 、受入 態勢 や運 営上の 課題 を事前 に把 握し、

改善につなげることができると思いますが、見解を伺います。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 避 難訓練 の実 施に ついて でご ざいま す。 現在、

ペッ ト同 行避難 訓練 に ついて は、 市民 参加型 の避 難訓練 の中 で、

状況 に応 じて実 施を し ている とこ ろで ござい ます 。一方 、協 定先

を含 めま したペ ット 同 伴避難 の訓 練の 実施に つき まして は、 協定

先の 影響 、負担 も大 き いため 、十 分な 協議が 必要 である と考 えて

おり ます 。今後 、協 定 先とも 協議 を行 いなが ら、 ペット 同伴 避難

訓練の手法等を探っていきたいと考えております。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 松 涛園 様 も定休 日も なか なかな いと 思いま すの で、

避難 訓練 実施、 これ 難 しいと 思い ます が、周 知と しても 非常 に期

待で きる と思い ます の で、ぜ ひと も協 定先に 御協 力いた だけ るよ

う働きかけてください。

次 に、 現時点 では 松 涛園様 が対 象で ござい ます が、民 間の ホテ

ルな ので 、予約 状況 次 第では 受入 れが ほとん ど不 可能な こと も想

定さ れま す。今 後、 市 内にほ かの ペッ ト同伴 避難 所を構 築し てい

くお考えがあるのかお聞かせください。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 ペ ット同 伴避 難所 の構築 につ いてで ござ いま

すけ れど も、本 市の 避 難所に つき まし ては、 住民 の方が 安全 に安

心し て避 難をし てい た だける よう に開 設をし てお ります ので 、限



られ た資 源、施 設、 限 られて おり ます んで、 その 中で運 用を 行っ

てお りま すこと から 、 ペット の避 難に ついて は原 則同行 とし てお

ると ころ でござ いま す 。ペッ ト同 伴避 難につ きま しては 、現 状、

指定 避難 所での 実施 は 困難で ある と考 えてお りま すが、 今御 質問

いた だき ました けれ ど も、民 間事 業者 の協力 など 様々な 方法 を構

築していきたいと考えております。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 現 段階 で は新た に専 門の ペット 同伴 避難所 を構 築す

るの は困 難であ ると 理 解しま した 。新 たに御 協力 いただ ける 民間

事業 者や 廃校利 活用 な ど様々 な可 能性 、模索 して いただ くよ うお

願いいたします。

そ れら を踏ま えて 、 ここか らは 新た な提案 にな るので すが 、現

在建 設中 の米子 アリ ー ナは災 害時 では 重要な 拠点 となり ます 。災

害時 、ペ ット連 れや プ ライバ シー を確 保した い方 などに 向け 、快

適な 車中 泊がで きる 駐 車場を 整備 して はどう でし ょうか 。ア リー

ナに はシ ャワー 、ト イ レ、も ちろ んご ざいま す。 災害時 用の マン

ホー ルト イレも 備わ る という こと でご ざいま す。 ここで 重要 なの

が快 適な 車中泊 とい う ことで す。 今ま で災害 時の 車中泊 と違 って、

夏場 には 扇風機 や冷 風 機、冬 場に は電 気スト ーブ などが 使用 でき

るよ う、 少なく とも ２ ０台く らい の駐 車区画 に電 源を備 える こと。

この 電源 は、通 常時 に は米子 アリ ーナ で行わ れる イベン トで 、キ

ッチ ンカ ーなど の電 源 供給に も活 用で きると 思い ます。 また 、ハ

イエ ース など車 中泊 仕 様の車 に乗 って る方は いい んです けど 、普

通車 の方 は車中 泊だ と 足も延 ばせ ず、 寝返り も打 てませ ん。 なの

で、 アウ トドア 用テ ン トとマ ット など の備蓄 が必 要とな りま す。



また 、こ のテン トな ど も平時 はイ ベン トに貸 し出 すなど して 、防

災と 地域 活性化 の両 面 で効果 が見 込め ると考 えま すが、 本市 の見

解を伺います。

○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 車 中泊の 活用 につ いてで ござ います けれ ども、

国の 策定 しまし た手 引 におき まし て、 車中泊 避難 は健康 被害 リス

ク等 の課 題があ るこ と から望 まし くな く、長 期生 活が適 切で ない

こと を前 提に自 治体 は 対応を 考え るこ ととさ れて おりま す。 この

ため 、現 在、米 子ア リ ーナの 整備 につ きまし ては 、本市 の災 害時

の避 難施 設の中 核と な る施設 で計 画は してお りま すけれ ども 、米

子ア リー ナ駐車 場は 避 難され る方 の駐 車スペ ース として の活 用を

想定 して おりま して 、 車中泊 によ る避 難先と して の活用 は計 画し

てい ない ところ でご ざ います 。一 方、 やむを 得ず 駐車場 での 車中

泊生 活を される 場合 に は、発 電機 、テ ント等 の備 蓄品や 災害 協定

による物資調達を活用しながら対応することとしております。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 災 害時 の 車中泊 避難 は健 康的に 好ま しくな いと いう

国の 手引 ですが 、誰 も 車中泊 避難 など 望んで いま せん。 そこ は防

災庁 、今 後、改 善し て いただ ける と思 います が、 やむを 得ず 車中

泊避 難さ れる方 のた め に今ま での 車中 泊避難 より 快適に 過ご せる

よう 進め ていか なけ れ ばなり ませ ん。 発電機 、テ ント等 の備 蓄品

など の対 応はあ りが た いです が、 発電 機は稼 働音 や排気 ガス の問

題が あり 、特に 夜間 や 長時間 の使 用で は避難 者の 快適性 や安 全性

を損 なう おそれ があ り ます。 米子 アリ ーナ駐 車場 、２０ 台く らい

電源 を設 置する 要望 を 再度伺 いま すが 、見解 をお 願いい たし ます。



○岡田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 先 ほど申 し上 げま したが 、現 在、米 子ア リー

ナ駐 車場 につき まし て は、避 難さ れる 方の駐 車ス ペース とし ての

活用 を想 定して おり ま して、 車中 泊に よる避 難先 として の活 用は

計画 して いない ため 、 電源設 置の 予定 はござ いま せん。 しか し、

車中 泊避 難をさ れる 方 が一定 数お られ るとい うこ とは想 定し てお

りま すの で、避 難さ れ た方が 可能 な限 り快適 に過 ごせる よう 、備

蓄品 等の 活用を はじ め 様々な 手法 を模 索して まい りたい と考 えて

おります。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 以 上、 ペ ット同 伴避 難所 に関す る協 定の中 身と 実効

性、 そし て米子 アリ ー ナ駐車 場を 快適 な車中 泊避 難がで きる よう

に整 備す る提案 をし て まいり まし たが 、これ は単 なる動 物愛 護の

話で はな く、ペ ット を 飼って るこ とに よる逃 げ遅 れ、市 民の 命と

安全 をど う守る か、 ペ ットを 飼っ てい る市民 とそ うでな い市 民を

しっ かり すみ分 けし 、 災害時 のス トレ ス軽減 とい う防災 の根 幹に

関わ る課 題であ ると 考 えてい ます 。協 定を結 んで いただ いた のは

すば らし い一歩 だと 思 います が、 協定 を絵に 描い た餅に 終わ らせ

ず、 本当 に機能 する 制 度へと 育て てい くこと が本 市とし ての 責務

ではないでしょうか。

ま た、 冒頭で も言 い ました が、 本市 は過去 ５年 、犬の 登録 数が

上が り続 けてお りま す 。これ 、全 国見 ますと 、２ ００９ 年の ６８

８万 頭か ら２０ ２３ 年 の６０ ５万 頭ま で毎年 減少 してい るん です。

米子 市は 、犬が 飼い や すいの か分 かり ません が、 全国と 逆行 して、

犬の 登録 数は増 え続 け てます 。こ れは 移住定 住や シティ プロ モー



ションのヒントになる数字だと思うのは私だけでしょうか。

本 件に 関して は、 松 涛園様 と協 定内 容の周 知、 米子ア リー ナ車

中泊 避難 のスト レス 軽 減策の 要望 につ いて質 問し てきま した 。特

に米 子ア リーナ 車中 泊 避難に 際し ての 電源確 保は 駐車場 を舗 装す

ると 同時 に設置 して い ただけ ると 予算 もさほ どか からな いと 思い

ます 。最 後に、 伊木 市 長の御 自身 の御 所見と 今後 の見解 、お 聞か

せください。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員御 指 摘のと おり 、今 、ペッ トを 飼われ る方 、こ

の地 域、 すごく 増え て るなと いう 実感 が私も ござ います 。数 字を

聞い て、 あっ、 そん な に増え てる のか という ふう に思い まし たけ

ども 、実 感の中 でも そ ういう ふう に思 ってい たと こでご ざい まし

た。 そう いう意 味で は 本当に いざ 災害 が発生 した 際にペ ット とい

かに 一緒 に避難 がで き るのか とい うこ とは非 常に 重要な テー マで

ある とい うのは 議員 御 指摘の とお りだ という ふう に考え てお りま

す。

そ うし た中、 皆生 温 泉の旅 館で あり ます松 涛園 さんの ほう から

申出 もご ざいま して 、 昨年５ 月の ２２ 日に、 県内 で初め てと なり

ます 災害 時にお ける ペ ット同 伴避 難の 協力に 関す る協定 を締 結す

るこ とが できま した 。 これは 大変 あり がたい 協定 だとい うふ うに

思っ てご ざいま す。 そ の協定 の内 容に ついて は、 議員御 指摘 のと

おり 、も う少し 市民 の 皆様に 正し く理 解して いた だける よう に周

知を して いかな けれ ば ならな いわ けで ござい ます けれど も、 内容

のみ なら ず、実 際の 避 難の方 法と か手 順とか 、こ の辺に つい ても

分か りや すく効 果的 な 周知を 行っ てい きたい と考 えてお りま す。



これ 、例 えば皆 生の 旅 館も繁 忙期 とか 、そう いっ た時期 がご ざい

ます 。そ うした 繁忙 期 に仮に 災害 が発 生した 場合 の受入 れス ペー

スと いう のが恐 らく 少 なくな るこ とも 予想さ れま す。い ろん なケ

ース が想 定され ます の で、皆 生の 旅館 さんの ほう から、 松涛 園さ

んの ほう からど うい う 手順で 、ど れだ けのキ ャパ がある のか とい

うの はそ の都度 、発 生 した都 度確 認を しなが ら、 それを 市民 の皆

様の 中で 必要な 方に 適 切に告 知で きる ような 体制 とか、 その 辺り

も我 々と しては 考え な がら、 今後 の周 知につ なげ ていき たい と考

えております。

も う一 つ、ペ ット 同 伴避難 時の 車中 泊スト レス の軽減 策に つい

てで ござ います が、 先 ほど防 災安 全監 からも 答弁 がござ いま した

が、 国の 策定し た手 引 におき まし ては 、車中 泊避 難につ きま して

は例 えば エコノ ミー 症 候群な ど健 康被 害のリ スク がある とい うこ

とか ら望 ましい もの で はない とさ れて はおり ます が、や むを 得な

いケ ース が当然 、あ る という ふう に認 識して おり ます。 やむ を得

ず車 中泊 避難を され る 方につ きま して は、必 要に 応じて 備蓄 品の

中か ら必 要なも のを 活 用して いく など 生活環 境の 改善に 努め ると

いう こと として おり ま す。一 方で 、健 康管理 の観 点から も車 中泊

が長 期に わたら ない よ う、協 定を 締結 した施 設の 活用を はじ めま

して 、避 難者の 心身 へ の負担 が少 ない 避難環 境へ の移行 を促 すこ

と、 これ が何よ りも 重 要と考 えて おり まして 、そ のよう な手 はず

を整 えら れるよ うに こ れから も努 力し ていき たい と考え てお りま

す。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 市 長、 前 向きな 答弁 、あ りがと うご ざいま した 。ペ



ット 同伴 避難所 に関 す る質問 、い ろい ろして きま したが 、一 歩ず

つ一 歩ず つ米子 市は 進 んでる と思 いま す。あ りが とうご ざい ます。

で は、 次の項 目に 移 りたい と思 いま す。学 童保 育の現 状と 課題

についてでございます。

本 市に おる学 童保 育 の現状 と課 題に ついて 、こ れ、私 の個 人の

考え では なくて 、実 際 に学童 保育 の運 営者の 声を 聞いて 作成 いた

しました。よろしくお願いいたします。

ま ず１ 点目、 夏休 み 期間中 の学 童保 育待機 児童 問題に つい て。

全国 でも 共働き 世帯 率 、非常 に高 い鳥 取県で すが 、共働 き家 庭や

独り 親家 庭にと って 、 長期休 暇期 間中 の学童 保育 は生活 や就 労を

支え る不 可欠な 存在 で ござい ます 。し かし、 夏休 みなど の長 期休

暇期 間に は１年 前か ら 申込み が入 って くるな ど通 常期を 上回 る申

込み が集 中し、 定員 を 超える こと で利 用でき ない 児童、 いわ ゆる

待機 児童 が発生 して る と伺い ます 。結 果とし て、 保護者 は有 給休

暇の 取得 や仕事 の調 整 を余儀 なく され 、家庭 や企 業の人 材不 足に

も影響を及ぼしております。

そ こで お尋ね しま す 。本市 は夏 休み 期間中 の学 童保育 待機 児童

の実態、どのように把握してるのかお聞かせください。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 夏休 み期 間中 の待機 児童 の実態 の把 握に

つい てで ござい ます が 、学童 保育 にお きまし ては 、入級 の申 込み

をさ れま した方 がな か よし学 級と 民間 放課後 児童 クラブ のい ずれ

にも 入級 できな かっ た 場合に 待機 児童 として おり 、毎年 度、 年度

初め にそ の実態 を把 握 してお りま すが 、夏休 み期 間に特 化し た実

態の把握は行っていないところでございます。



○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 夏 休み に 特化し て把 握は してい ない という こと です

が、 夏休 みの学 童待 機 児童は 、通 常時 と違い 、長 時間、 家に １人

でい なけ ればい けな い 状況に なり ます ので、 ぜひ これ、 夏休 みの

なか よし 学級、 学童 保 育待機 児童 、把 握する よう 要望い たし ます。

次 に、 定員超 過時 の 受皿確 保や 臨時 対応に つい てどの よう な方

針や計画を持ってるのかお聞かせください。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 定員 超過 時の 受皿確 保や 臨時対 応の 方針

や計 画に ついて でご ざ います が、 夏休 みに限 らず 、なか よし 学級

に入 級で きない 場合 は 民間の 放課 後児 童クラ ブを 広く案 内し てい

ると ころ でござ いま す 。なか よし 学級 の受皿 の確 保に向 けま して、

待機 児童 の多い 学校 に つきま して は学 級数を 増や すなど 待機 児童

の解 消に 向けた 取組 を 進めて いる とこ ろでご ざい ます。 あわ せま

して 、放 課後子 ども 教 室の新 規開 設に よる居 場所 の拡充 に向 けて

取り組んでいるところでもございます。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 待 機児 童 解消に 向け た取 組を進 めて いると 言わ れま

すが 、最 初にも 言い ま したが 、民 間放 課後ク ラブ 、学童 保育 は、

１年 前か ら予約 、問 合 せがあ るく らい 、夏休 みの 需要が 供給 をか

なり上回っているようです。

そ こで 夏休み だけ 本 市所有 施設 の一 部の部 屋、 こちら を学 童保

育事業者に貸し出すことができるのか、見解を伺います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 市有 施設 の貸 出しに つい てでご ざい ます



が、 学童 保育事 業と い った公 共事 業に 供する 場合 は、行 政財 産の

目的 外使 用が可 能で は ござい ます が、 実施に 当た りまし ては 設備

及び 運営 に係る 基準 を 満たす 必要 がご ざいま すこ とから 、実 際の

活用 につ きまし ては 困 難であ るも のと 認識し てい るとこ ろで ござ

います。

○岡田議長 西野議員。

○西野議員 不可能ではないが、困難ということですね。

で は、 学校の なか よ し学級 を夏 休み だけ受 入れ 数、増 やす こと

が可 能な のか、 受け 入 れる教 室や 部屋 、支援 員の 規定を 踏ま えて

お聞かせください。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 なか よし 学級 の夏休 みの 受入れ につ いて

でご ざい ますが 、学 童 保育に つき まし ては、 児童 １人当 たり に必

要な 面積 要件が 定め ら れてお りま して 、また 教室 ごとに 放課 後児

童支 援員 を複数 名配 置 する必 要が ある ことか ら、 人員の 確保 が課

題と なっ ており ます 。 今後も 保護 者の 皆様の ニー ズを踏 まえ なが

ら、 より よい受 入態 勢 の構築 に向 けて 支援員 の確 保に努 めて まい

りたいと思います。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 夏 休み 期 間中の なか よし 学級に おい て、空 き教 室を

活用 すれ ば面積 要件 は 満たせ る状 況で あり、 受入 れ拡大 の物 理的

条件 はそ ろって いま す 。しか し、 最大 の課題 は支 援員の 確保 とい

うこ とで ござい ます 。 なかな か難 しい 案件で はご ざいま すが 、夏

休み の子 どもの 居場 所 の確保 、こ れに 関する 施策 、どう か引 き続

きよろしくお願いいたします。



で は、 ２点目 、企 業 型学童 保育 の増 加と本 来の 学童保 育の 目的

につ いて 。近年 の学 童 保育は 子ど もた ちの放 課後 の安心 と安 全と

健や かな 育成を 支え る 生活の 場で ある という 本来 の役割 から 現在

は英 語や プログ ラミ ン グなど 学習 的な 内容を 提供 する企 業型 学童

保育 が増 加して おり 、 確かに 魅力 的で 、たく さん のこと を学 べ、

塾の 要素 も備え てい る 面もあ りま す。 その一 方で 、利用 料の 高額

化や 家庭 の経済 状況 に よる利 用格 差が 広がっ てい ます。 ちな みに、

児童 １人 の月額 利用 料 は 6,０ ０ ０ 円 か ら ２ 万 円 以 上 と い う 、 学 童

により格差が生じております。

ま ず、 企業型 学童 保 育の増 加に より 、本来 の目 的で安 価な 利用

料で 運営 してる 個人 運 営の学 童保 育が 利用者 減少 や人材 確保 に直

面し 、経 営が難 しく な ってい ると いう 現状、 どの 程度把 握し てる

のかお伺いいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 民間 学童 保育 の経営 状況 の把握 につ いて

でご ざい ますが 、一 部 の民間 放課 後児 童クラ ブか ら利用 児童 の減

少や 職員 の確保 など 経 営面で の課 題が 生じて いる 声は伺 って おり、

また 実際 に児童 が集 ま らず、 事業 を縮 小する 業者 も中に はあ るこ

とは 承知 してい ると こ ろでご ざい ます 。実際 の経 営状況 につ きま

して は、 監査な どを 通 じまし て各 児童 クラブ の収 支状況 を確 認し

てお りま すが、 事業 者 が運営 する 放課 後児童 クラ ブ以外 の事 業の

状況 につ きまし て、 監 査の対 象と して おらず 、確 認はし てお りま

せん 。そ のため 、事 業 者が放 課後 児童 クラブ のみ を運営 して いる

場合 とほ かの事 業を 併 せて運 営し てい る場合 とで 経営状 況に 差異

があ るか どうか につ き まして は把 握し てない とこ ろでご ざい ます。



○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 一 部の 学 童クラ ブか ら経 営面で の課 題が生 じて いる

とい うこ とです が、 現 在の制 度で は児 童の受 入れ 人数に よっ て補

助金 額が 決まり ます 。 今後も 児童 数は 減少す るの で、施 設間 で子

どもの取り合いになることは想像できます。

そ こで どの学 童保 育 事業者 も最 低限 の運営 がで きるよ うに 施設

数の 調整 、これ 、考 え ていく のか 、あ くまで も民 間の自 由競 争な

ので 、施 設間で 子ど も の取り 合い を激 化させ てい くのか 、見 解を

お聞かせください。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 民間 学童 保育 施設数 の調 整につ いて でご

ざい ます が、民 間の 放 課後児 童ク ラブ におき まし ては、 各事 業所

が創 意工 夫し、 サー ビ スを提 供し てお りまし て、 その運 営は 基本

的に は民 間事業 者の 自 主的な 経営 判断 による とこ ろでご ざい ます。

今後 の児 童数の 減少 に 当たり まし て、 議員が おっ しゃる よう な施

設数の調整を行うことは考えておりません。

な お、 放課後 児童 ク ラブに おき まし ては、 よな ごっこ 未来 計画

に必 要な 確保量 を定 め ており まし て、 現状で は市 全体で 計画 を上

回る 受皿 を確保 して い る状況 では ござ います 。今 後も児 童数 の推

移や 保護 者の就 労状 況 、事業 者の 運営 状況な どを 注視し なが ら、

必要とされる量を確保してまいりたいと考えております。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 学 童保 育 の施設 数の 調整 は特に 行わ ないと いう 答弁

でし たが 、学童 保育 の 一番の 目的 は安 価な利 用料 で放課 後に 学校

に預 ける ことの でき る なかよ し学 級の 受皿だ と思 います 。こ の原



点を 踏ま えた運 営方 針 が必要 では ない のでし ょう か。こ のま ま企

業型 学童 保育の 増加 で 既存の 個人 運営 の学童 保育 が減少 すれ ば、

安価 な利 用料で 預け る ことの でき る学 童保育 は少 なくな って きて

いま す。 すなわ ち、 預 けたく ても 預け ること ので きない 家庭 が増

加し てい くとい うこ と です。 どの 学童 保育事 業者 も最低 限の 運営

ができるよう施策を講じるよう求めて、次に行きます。

３ 点目 、学童 保育 の 安定的 運営 と午 前中の 一時 預かり 活用 につ

いて 。ま ず初め に、 先 日の閉 会中 の民 生教育 委員 会で、 一時 預か

り事 業に 各委員 から 、 これ、 質問 が多 かった ので すが、 一時 預か

り事 業の 実績報 告で 、 利用人 数が 令和 ５年度 が 2,５ ５ ７ 人 、 令 和

７ 年 度 が 1,８ ６ ３ 人 と い う 数 字 が 示 さ れ て い ま し た。矢 田貝 委員

の質 問で 、利用 者が 減 った要 因を 問わ れた際 、保 育士な どの 人材

不足 もあ ると答 弁さ れ ており まし た。 どの分 野に おいて も人 材不

足と いう のは、 少子 高 齢化が 進行 する 我が国 では 、残念 なが ら、

さらに加速していきます。

そ こで お尋ね しま す 。利用 者が 減っ た要因 が保 育士な どの 人材

不足 もあ ると答 弁さ れ た一時 預か り事 業、今 後、 どのよ うに 人材

不足を補うのかお聞かせください。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 一時 預か り事 業にお ける 今後の 人材 確保

につ いて でござ いま す が、保 育士 の人 材確保 につ きまし ては 、短

期的 に解 決する こと は 難しい 課題 であ るため 、今 年度は 既存 の保

育所 等の 空き定 員や ス ペース を有 効活 用する 余裕 活用型 一時 預か

り事 業を 積極的 に推 進 し、量 の確 保に 努めて いる ところ でご ざい

ます 。本 市の出 生数 は 年々減 少し てい るため 、余 裕活用 型一 時預



かり 事業 を推進 する こ とによ り、 需給 バラン スの 変化に 対応 して

いきたいと考えております。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 余 裕活 用 型一時 預か り事 業を積 極的 に推進 する と言

われ まし たが、 余裕 活 用型一 時預 かり 事業と は保 育所や 認定 こど

も園 など で通常 の定 員 に余裕 があ る場 合にそ の空 き枠を 活用 して

一時 的に 子ども を預 か る制度 のこ とで す。す なわ ち、施 設の 空き

状況 に応 じて利 用可 否 が決定 され ます 。また 、施 設の空 きが あっ

ても 、結 局、保 育士 が 不足し てい れば 、余裕 活用 型一時 預か り事

業を 推進 しても 、一 時 預かり が安 定的 にでき るか は疑問 に思 われ

ます 。ま た、４ 日の 矢 田貝議 員の 各個 質問で 、２ ０２６ 年度 から

始ま るこ ども誰 でも 通 園制度 、こ ちら 、月に １０ 時間、 要は ２日

間く らい しか預 ける こ とがで きず 、ま だまだ 一時 預かり の課 題解

消には難しいと思われます。

こ こか らは提 案に な るので すが 、学 童保育 は午 後の時 間帯 を中

心に 運営 され、 午前 中 は施設 や人 員が 十分に 活用 されて いな い状

況が あり ます。 一方 で 、乳幼 児や 未就 園児の 一時 預かり ニー ズは

増加 して おり、 特に 急 な用事 や病 院受 診など 短時 間だけ 預け たい

とい う要 望が高 まっ て おりま す。 学童 保育の 午前 中の空 き時 間に

乳幼 児や 未就学 児一 時 預かり を行 うこ とがで きれ ば、学 童保 育事

業者 の収 入確保 と地 域 の子育 て支 援を 両立で きる 可能性 があ りま

す。

そ こで お尋ね しま す 。本市 は学 童保 育施設 の午 前中の 空き 時間

を活 用し 、乳幼 児等 の 一時預 かり を行 う仕組 み、 これ、 検討 した

ことはあるのかお聞かせください。



○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 空き 時間 を活 用しま した 乳幼児 等の 一時

預か りに ついて でご ざ います が、 学童 保育と 一時 預かり は、 安全

に子 ども を預か るた め 、それ ぞれ 年齢 や活動 内容 に合わ せま した

職員 の配 置基準 や設 置 基準が 設け られ ており まし て、学 童保 育施

設の 空き 時間に 同じ 空 間を活 用い たし まして 、乳 幼児等 の一 時預

かりを実施することは現段階では考えておりません。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 職 員の 配 置基準 や設 置基 準、そ の基 準を定 めて いる

のは 国の 児童福 祉法 だ と思い ます が、 例えば 学童 保育の 支援 員が

保育 士の 資格を 持っ て いれば 、一 時預 かり事 業も できる とい う米

子市 独自 の条例 、ま た は要綱 、こ れ、 規定す るお 考えは あり ませ

んか 。そ して、 国や 県 への制 度改 正の 働きか けを 行う考 えは あり

ます か。 先ほど 言い ま したけ ど、 昨年 度と比 較し 、保育 士不 足な

どが 原因 で本市 の一 時 預かり がお よそ ３割も 減少 してお りま す。

見解をお聞かせください。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 本市 の独 自の 条例、 要綱 の規定 及び 国や

県へ 制度 改正の 要望 に ついて でご ざい ますが 、乳 幼児を 預か るに

当た りま しては 、人 的 な安全 性だ けで なく、 物理 的な安 全の 確保

と低 年齢 児を預 かる 上 で適切 な保 育を 実施す るた めのほ ふく 室等

の設 備は 不可欠 でご ざ いまし て、 現状 の学童 保育 施設で それ らを

設置 する ことは 容易 で はない と考 えら れます 。し たがい まし て、

現段 階で 本市独 自の 条 例や要 綱を 規定 する考 えは ござい ませ ん。

また 、同 様の理 由に よ りまし て、 国や 県へ制 度改 正の要 望を 行う



考えは現在、ございません。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 学 童保 育 の施設 で一 時預 かり事 業を 行うの は制 度的、

安全面で難しいということが分かりました。

現 在の 学童保 育は 子 どもた ちの 安全 と成長 を守 るだけ でな く、

共働 き世 帯が多 い鳥 取 県や本 市の 保護 者の就 労継 続を支 える 重要

な社 会基 盤です 。夏 休 みの学 童保 育待 機児童 の課 題、子 ども が減

少し てい く中で の学 童 保育間 での 子ど もの獲 得競 争問題 、学 童保

育施 設の 有効活 用に よ り一時 預か りな ど新た な子 育て支 援な ど、

この よう な現場 の声 、 市長は どの よう にお考 えな のか、 最後 に答

弁を求めたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 議 員の 御 提案は 大変 、全 体的な 合理 性とい うも のが

あっ て、 非常に 前向 き に考え させ てい ただか なけ ればい けな い話

ばか りだ なとい うふ う に思っ たと ころ でござ いま す。大 きく 全体

とし ては 今、少 子化 と いうの が進 んで おりま すの で、学 童預 かり

に関 する 量とい うも の はこれ から も少 なくな って いくだ ろう とい

うふ うに は思い ます が 、一方 で、 個別 のニー ズに ついて はま だま

だ米 子市 として もや れ ること はあ るの ではな いか という ふう に思

って ござ います 。る る 、こど も総 本部 長のほ うか らも答 弁さ せて

いた だき ました けれ ど も、も う少 し米 子市と して は民間 事業 者さ

んの 状況 という もの を 調査、 把握 させ ていた だき たいな とい うふ

うに 思い ます。 せっ か くのリ ソー スで ありま す、 貴重な 事業 者さ

んだ とい うふう に思 っ ており ます ので 、公で 、行 政でや る部 分と、

そし て民 間事業 者さ ん でやる 部分 との バラン ス調 整とい うも のは



少子 化を 迎えた 今、 私 はこれ は必 要だ という ふう に思い ます 。し

たが いま して、 民間 事 業者さ んの 状況 がどう いう 状況な のか 、キ

ャパ が本 当に余 って る のかと か、 それ は人材 のほ うも含 めて です

けど も、 キャパ がど れ ぐらい 余っ てる のかだ とか 今後の 見通 しだ

とか 、そ の辺の 調整 と いうも のは やは りもっ と精 緻にや って いか

なけ れば いけな いと 思 います 。そ の精 緻とい う言 葉の中 に夏 休み

とい うニ ーズが 増え る 時期に つい てど のよう に対 応でき るの かと

いう こと も考え なけ れ ばいけ ませ ん。 やはり 待機 児童が 出る とい

うこ とは 行政に とり ま しては 大き な課 題だと いう ふうな 認識 をし

てお りま すので 、そ の 辺りが 解消 する ように 、そ してい い形 で解

消す るよ うに米 子市 な りの学 童保 育の 預かり の考 え方を まと めて

いきたいというふうに思います。

○岡田議長 西野議員。

○西 野議 員 こ れは 国 の制度 とか 、い ろいろ 問題 があり ます が、

伊木 市長 の本当 、前 向 きな答 弁、 あり がとう ござ いまし た。 学童

保育 、夏 休みの 学童 保 育もそ うで すけ ど、い ろい ろ待機 児童 が出

ないようにこれからの施策、よろしくお願いします。

以上で私の質問終わります。御清聴ありがとうございました。

○岡田議長 暫時休憩いたします。

午前１１時５１分 休憩


